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盗みを主訴とした7才女児の症例

＊研究第6部 松　尾　利　久　子

研究第9部　多 勢 豊 次

1．　症例について

　N，A　治療当初年令　7才4ヵ月

　〔主訴〕学校から、友だちの鉛筆、ケシゴムなどのこ

まごましたものを持ち帰る。

　〔家族〕実父一39才会社員（大学卒）、実母一33才

無職（高校卒）、弟一6才　幼稚園

　〔生育歴〕熟産、正常産、生下時体重2880g、人工乳

始歩1才1カ月、始語1才1ヵ月、既往症、水痘、麻

疹、泉熱

　〔現在〕　体格は普通、健康である。

　〔諸検査結果〕　知能一（鈴木ビネー）6才8ヵ月／5

才9カ月　IQ116、8才9ヵ月／7才4カ月　IQ119、

性格一（幼児、児童絵画統覚検査、CAT）心理治療開

始直前実施、（1），母親に甘えたい、かまつてもらいたい

気持が強いのではないか、（2）友だち関係がうまくいつて

いない点があるのではないか、（3）自己顕示的傾向が強

い。（絵画一欲求不満テスト、PFT）治療開始8ヵ月

後（治療終結2カ月前）に突施、CATをする予定であ

つたが、本児が子どもつぽいテストだからいやだという

ので本テストを行つた。（1）集団順応度（G，C，R）54．4

％は標準53．8％よりやや高く、常識的適応を示してい

る5（2）E％が平均より商く、過度の攻繋性を具えている

く3）Mの出現が低いところから、社会成熟度がやや低い。

（4）自己中心的である。

　　　　　2．治療経過
　〔治療の開始〕母親から本児が最近学校の友だちのも

の（鉛華、ケシゴム、手帳など）を黙つて持ち帰り、強

く追求しても「知らない」の一．・叙ばりで、「子供の性格

がつかめなくなつた」という添えがあり、面接の結果、

心理治療が適当と思われたので、母と子に心理治療を災

施した。週1回、通算34回、10ヵ月にわたり子供には遊

戯療法による個人治療を行い、母親にはカウソセリング

をした。担当は子供が松尾、母親は11月から4月までは

週1回で多勢、4月からは月に1回、森脇があたつた。

　〔治療経過〕

　治療過程を概観すると、1回から5回までは、母親か

　　　　　　　　　（＊

らの分離もスムーズであつたし、セラピストに対しても

拒否的態度は見られず、ごく自然に遊戯揚面にとけこん

だ。話の内容は弟のこと、家でのあそびが中心であつ

た。1回に「弟はペンの持ち方は上手だけれど、はしの

持ち方は私の方が上手」という弟に対する競争心が述べ

られた。1回と3回には「どういうこどもが、ここにく

るの？」という疑問もはなされている。1回から5回ま

では、ゲームあそび、ベタツク、・粘二Lなどの机上であそ

ぶものに限られ、行動範囲は広がらなかつた。5、6、

7回には粘土あそびをしたり》絵をかいたりした。大き

い画用紙を一ぱいに使つて》絵の具でクリスマスツリー

やスキーの絵を大胆に轡く。手の汚れや、絵の具のしみ

などはあまり気にしない。この時期にはあまり問題にな

ることはなかつた。場になじみつつあつた段階である。

母親から今週もケシゴムを持つて帰つたという報告があ

つた。以前と変わつたこととして、母親にべたべた甘え

るようになつた。弟に対しても今迄はいいたいこともい

えず、めそめそしていたのに、r弟なんかどこかに行つ

てしまえばいい」ということもあるという。8回には机

のそぱを離れ、積木で家や、店屋を作り、行動的なあそ

びをする。9回、10回にも同様のあそびをする。始めに

積木で家を作り、その中にゴザを敷き、ママゴトのセツ

トを並べ、セラピストを母親にさせ、本児は子供になつ

てあそぶ。それがおわると店屋ごつこをする。本児が店

屋になり、果物を店に並べ、両方の家に電話を置き、本

児は電話で取りついだ品物を乳母箪にのせて配達する。

この時期は内容の豊富な、都屋全体を使つた動きのある

あそびを展開した。11、12、13回にはぬり絵あそびをす

る。ぬり絵をぬりながら「先生は私のいつたことを真似

している」とか「あなたの好きなようにしてもいいの

よJというセラビストの言葉を爽似していう。直接セ

ラピストに関心を示し始めている。母親からは本児が来

所の往き鼎りにいろいろなことを話してくれるように

なつたという報告があつた。また数日前に母親が寝坊し

て本児が学校に遅れそうになつた時「ママのために／」

とぷんぷんおこつて出掛けたが、帰つてから「ママの悪

口いつてごめんね」とあやまつた。いままでにはなかつ

本症例の治療に関する全般的指導を森脇第六部畏からいただいた。）
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たことであるという報告もあった。母親との間に感悔の

交流がなされてきたようである。15回・16回には人形あ

そびをする。画用紙で人形の家を作り、その中に応接セ

ツトやべ「ツドを並べ、庭にはスベリ台、ブランコを雌

く。二つの人形を姉と妹にみたて、自分は妹になる。乳

母車にのつたり、スベリ台からすべつたりするが、話し

方は甘えた調子で、赤ちやん言葉を使う。ママゴトあそ

びでも同様の話しぶりをしているので、このregressive

behaviorは、この時期の本児の行動特徴と考えてもい

いと思う。17回、18回にはレゴをする。レゴをセラピス

トと一緒に組み立てなボら、’「先生、泥棒したことある

？，泥棒は悪いことだから、私はしないの」という。こ

の言葉が意味するものは何か、またこの言葉が本児の盗

ミみとどういう関係をもつのか、それを確実にとらえるこ

『とはできないが、少なくとも本児が泥棒という行為を悪

㌧、こ二とナεと思つてV、るこ」ともよ明らがである。19、20、21

回にはゲームあそびをする。本児はゲームの勝敗を大変

気にする。自分が勝つようにサイ・ゴロを何度もふる。ト

ランブにおいても同様で、セラピストが勝つても知らん

ぷりをしているのに・自分が勝つと「これで3回も勝つ

た」と口に出していう。ゲゼルは7才児はすでに負け上

手になる時期だといつており，ぷの点やや未熟なものを

感ずる。24回、25回にはクレヨ・ソで図案を轡く。それは

現在学校でやつている教材のようである。本児は横で魯

いているセラビストの絵に対して「学校の先生はそんな

へたにまるを雷かない。いろのくみ合せがへただ。そん

なことも知らないのはばかだ」とさかんに蜘判する。態

度もとげとげして、セラピストに挑戦するような調子で

ある。以前に絵を欝いた時には「先生と私と、どつちが

うまいかな・やつばり先生の方がうまいね」といつてお

り、その間には大変な変化を見せている。この攻撃的態

度は26回、27回も同様に示された。約一月続いたことに

なる。丁度この時期に行つたP　FTも、過度の攻撃性を

示しているとのべており、この時期の特徴を裂付けてい

る。28回に紙芝居を見つける。大変気に入つて、セラビ

ストを聞き手にして、時聞一杯読んでいる。紙芝居の襲

についてる番号と衷の番号が合わないので、セラピスト

が指摘するが、自分の方が正しいといつて受けつけな

い。29回、30回にも紙芝居を読む。30回にはようやくセ

ラビストに読んでくれといい，自分が聞き手にまわる。

31回、紙芝居をやめて、ワンワソゲームをする。ゲーム

中は相変わらず「ずる」をする。しかしこの回には「ず

るは3回までしてよい」ことを自分で決め、その通りに

する。そしてセラピストにも3回ずるをしてもいいとい

　う。30回ごろからいらいらした態度は大分薄らいで来て

本回では、『どう，やら落着きをとり戻したようである。

　セラビストが、新しいトラソブのやり方を教えたとこ

ろ素直に聞いている。セラビストが何度も勝つたが、最

後迄、いやな顔をしないであそんだ。その後夏休み1カ

月を経過して33回にはペタツクあそびをする。ベタツク

は既に封が切られたもので、半分程しか袋に入つていな

かつたが、色や形を工夫して海の絵を仕上げる。「この

次新しいペタツクを用意しておいてね」と注文する。34

回、風邪で2週間休んで出て来た。レゴをする。線路を

作り・その上に車を走らせる。セラビストに自分の使う

形のレゴをさがしてほしいという。セラピトが「もうな

い」というと「それならこちらにもいい考えがあります」

と、ちよつとおどけた調子でいう。またこの回には「う

ん、そうよ」とか「まあ、そういうことね」という肯定

的な表現が見えている。以上が心理治療の経過である沸

30回に安定をみせ始めてから、夏休みを経過した。そ分

後のセラピーでも、安定感は捧締してお弘親子闘係も

貯転しているし、3カ月の産休をとり9耳に学校に戻つ

た卑琿教飾からも本児の態度参非常に萌るくなつた・と

報告があつて、β4回をむ？て心理治療は一応の終結にし

た。この時期迄は主訴の盗みは報告されていない。　（し

かし後述するが、終結後、担任教師からまた盗みをした

という知らせがあつた）。

　次にセラビー中の行動変化を簡単に述べると、治療開

始から2ヵ月間はごく普通の態度で遊戯場面に適応し、

それに続いて、あそびの範囲が広がり、部屋全体を使つ

て、活鋤的にあそんだ時期がエカ月あつた。次にセラピ

ストに関心を向け、セラピストの言葉、表現に批判的だ

つた時期がある。それに続いて人形あそびでregressive

behaviorを示した時期が来る。その後1ヵ月間、口頭

による攻黎があつた。それに続いた2ヵ月間は、紙芝居

をしながら徐々に安定していつた時期である。つまり本

児の行鋤を、普通一退行一攻撃一安定という型でとらえ

ることができる。

＄　考　　　　察

　次に主訴である盗みについて、その発生要因となった

ものは何かを考えてみる。

　高木ユレは「盗みは個々の子供の生活環境に対する特別

な反応と見なければならない。多くの子供は親の受容と

愛情の欠如を物質的に代償するために盗みをするという

ことは確かである」といつている。本児の場合も、1カ

月いくらときめられた小使をもらつており・物質的には

特に欠乏しているという状態はなく・交友関係の悪化も

いわれていないので、次にのべるような理由から、本児
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の盗みは主として、母親との不安定な関係から生じた不

適応の一つのsymptomと考えることができよう。

　その当時の母親の本児に対する感情であるが、本児が

まだ小さかつた頃、本児の父親が宋子で、姑は他の兄弟

の家でも拒否され、本児の父親が、母を家に迎えた。と

ころが本児の母親は「子供の入つた風呂には入れないの

で銭湯にいくJという姑の態度や、長時間、母の部屋で

過ごす夫の態度に不満を感じ、体重が非常に減る程であ

つた。その後、転任を機会に姑と別居した。　（現在姑は

アバートで一人で生活している）父親は将来、家を建て

る時に、また母を呼ぼうと考えており、本児の母親の気

持は現在も不安定な状態にある。母親は本児がその祖母

によく似ており、どうも真に可愛いいという気持になれ

ない。むしろ弟の方が可愛いいと思うとのべている。本

児に対してはしつけは糟当厳しかつたという。セラピー

の付添にきた母親の実母も「この娘の叱り方は厳しい」

ということをいつている。母親の本児に対する評価は、

ずるいところがある。いい抜けをする。欲望が強い。物一

を欲しがる。すぐ気持カミ悪いという。先生に手をかけて

もらいたがる。など、いろいろ欠点を上げている。又担

任教師が本児のよい点を上げても・母親はなかなかそれ

を認めたがらないと言われていた。その点からみて・母

親は本児に対してかなりの不満をもち、本児は担任教師

に「お母さんはきらい」とのべて、母と子相方に否定感

情が存在していることが明らかである。これらの点から

われわれは本児の盗みは・親子関係がもたらした・不適

応行動であると考える。

　そこで、われわれは母親の子どもに対する態度、およ

び子どものバーソナリテイの改善のために、母と子に心

理治療を行つたわけであるが、前述した治療の経過をた

どつて、次の変化を得ることが出来た。

　（1）母親が、厳格な態度を改め・本児を受容しようと努

めるようになつてきた。（2）子どもの盗みに対しても・強

い詰間はやめた。（3）一方子どもは、母親に甘えるように

なり、話もよくするようになつた。（4）年の近い弟にひけ

めを感じていたが、現在は物がはつきりいえるようにな

つた。（5）担任教師が驚くほど、表惰や態度が明るくなつ

た。以前は警戒するような態度が見られたという。

　主訴の盗みはセラピーの中頃より少なくなつて、終結

時までは殆んどなかつたが、終結後に担任教師からまた

盗んだという報告があつた。

　なお・その後の経過をみたところ、終結直後の盗みの

あと2カ月たつた現在・盗みは発生していない。学校生

活における本児の行動は、非常に関るく、友人関係もス

ムーズにいつているという報告があつた。姑の問題をめ

ぐる父母の争は解決されておらず・その点に若干の間題

が残されており、今後共、経過をみていきたい。

4．要　　　約

　本児は、母親との関係がよくなくて、盗みは主として

この不適応の一つのsymptomとして起きたと考えら

れるので・母親の子どもに対する態度・および子どもの

バーソナリテイの改善のために、母と子に心理治療がな

された。子どもに週ヱ回、全部で34回の治療を行つた。

治療は次の四つの段階を経過した。

　第1期（1回～8回）普通の態度で遊戯場面にのぞん

だ。

　第2期（15回～17回）regressive　behaviorが増加し

ママゴトあそびでは子どもになりたがり、人形あそびで

も⇒詳常に幼稚なしぐさをした。

　第3期（24回～27回〉セラビストに対する言語的攻撃

が多くあらわれた。

　第4期（31回以後）心理的安定がもたらされた。

　この様な経過をへて、母親と子どもの関係は回復され

子どもは担任教師がその変化に驚く程、明るい表情およ

び態度を示すようになつた。盗みはセラピーの中頃より

回数が少なくなり、終結時までは翼れなかつたが、終結

後、また盗みがあつた。しかし、その後2ヵ月の経過を

みたところ、盗みは殆んど現われていない。学校生活で

は、相変わらず非常に明るく・活発で友人関係もうまく

いつていると担任からの報告があった。

3）

4〉
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A　Case　Report　on　a7－years－01d　Girl　with　Steallng

Tokuko　Matsuo，aud　TQyoj隻Tase

　　We　report　the　case　of　psychctherapy　cn　the7・years－cld　glrl　who　steals，because　of　her　relatLon・

ship　with　mother．

　　The　girL　had　been　in　psyc且otherapy　for　about　10　montぬs　（once　a　week　and34sessions　in豊otaD，

and　her　mother　had　also　been　treated　for　the　same　period．

　　We　could6nd　out　four　characterlstlc　phases　through　the　psychotherapy　of　the　girl＝

　　1）　She　behaved　qu重te　ncrmaUy　in　the　playroom（from　lst．　tQ8th　session），

　　2）She　cften　showed　sDme　forms　of　regressive　behavior：

　　　　when　she　played　heuse，she　took　the　role　of　a　baby，empbying　infanti且e　expressions　and

　　　　manners（from15th　to17th），

　　3）　She　made　verbal　agression　against　the　therapist（from24th　to27th），

　　4）She　was　found　stab11、zed　emQtlonahy（from31st　to34th）．

　　Duri鳳g　ten　months　mentioned　above・good　re里atiOnsbip　between　the　motner　and　the　chi】d　had

been　establisはed，and　at　the　same　time，her　behavior　of　stealing　gra（1ua且ly　decreased・The　case

needs　to　be　followed　under　the　close　contact　with　the　mother　and　the　school　teacher．
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